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すがま幼稚園「七夕会」よりすがま幼稚園「七夕会」より

みんなの願い事  叶うといいね！
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温かい善意をありがとうございます
　このたびの東日本大震災に際し、村内外の個人、団体・企業のみなさまから、様々な
支援物資をはじめ義援金が寄せられました。
　また、避難所での炊き出しやボランティアで活動していただいたお一人お一人の皆様
に心より感謝と、御礼を申し上げます。
　今回は、７月８日までに義援金を頂いた方を紹介します。

中学生国内研修で交流のあった沖縄県浦添市の皆さんは、
義援金と心温まるメッセージが書かれた色紙を届けてくれま
した

四辻新田区、青井沢組、河平組の３地区より、東部地区チャリ
ティー球技大会での善意の義援金が寄せられました

玉川ライオンズクラブ様からは、チャリティーオーク
ションを開催した売上金を寄せていただきました

施設が被災し、６月18日から再開したボートピア
玉川の浜名湖競艇企業団様から鈴木俊廣企業長
（写真左）が義援金を携えて来訪しました

玉川工業団地内、㈱TBKのOBでつくるTBK OB
会様は、会長代理 ニ戸 清様（写真中央）に義援金
を託していただきました
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援
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　皆様から寄せられまし
た災害義援金の総額は、
15,064,286 円（７月８
日現在）となっておりま
す。
　これらは、本村の復興
と被災された村民の皆様
のために役立たせていた
だきます。

■問い合わせ先
　総務課
　☎５７－４６２１

広報たまかわ　平成23年７月

東日本大震災で被災された
国民健康保険・後期高齢者医療被保険者の皆様へ

下記の条件に該当する方は医療機関等窓口での負担が平成24年２月2９日まで免除になります。

 (1) 住家が全半壊、全半焼した方
 (2) 主たる生計維持者が死亡又は重篤な傷病(1ヶ月以上の治療を
 　  要する)を負った方
 (3) 主たる生計維持者が行方不明の方
 (4) 主たる生計維持者が業務を廃止又は休止した方
 (5) 主たる生計維持者が失職し、現在収入がない方　
 (6) 避難指示対象区域に住まれていた方
 (7) 計画的避難区域及び緊急時避難準備区域に住まわれていた方

　ただし、免除を受けるには住所が置いてある役場で発行している一部負担金等免除証明書が必要に
なります。

   ※申請をされる方はそれぞれ必要となる書類があります。
   　詳しくは健康福祉課までお問い合わせください。

■問い合わせ先
　健康福祉課
　☎５７－４６２３

■ 問い合わせ先　企画産業課　☎５７－４６２７

放射能物質の吸収を抑制する
　　　　農業用資材を支援します。

　村では、東日本大震災により影響を受けた農業生産の復旧等を図るため、「放射性物質の農作
物への吸収を抑制する資材の導入費用」を支援します。

１．対象資材
　　平成23年4月1日以降に購入した次の資材で、今年度中に施肥を行うもの。
　　・ カリ質肥料（塩化カリ、硫酸カリ、ケイ酸カリ肥料に限る。）　・ ゼオライト
　　　※　対象となるのは単肥のみで、複合肥料は補助の該当となりません。
２．補 助 率　　　導入費用の１／２（100円未満切捨て）
３．申請受付期間　平成２３年７月１日から平成２３年１２月２０日まで
４．申請に必要なもの
　・ 印鑑　・領収書の写し（購入資材名が確認できるもの）・預金通帳の写し
５．その他
　申請の資材数量を圃場面積と照らし合わせ、適正な数量であるかを判断します。
　なお、必要に応じて栽培日誌の提出をお願いする場合があります。

農業を

応援!!

　放射性セシウムはカリウムと似た性質を持っているため、
植物は両方を吸収しますが、土壌中のカリウムの割合が多け
れば、吸収するセシウムの割合が減るとされています。
　しかし、カリウムが過剰にあると、カルシウム、マグネシウム
の吸収も減少するという関係にあるため、カルシウム、マグネ
シウム欠乏を生じることもあるので注意が必要です。
　　　　　　　　　　　　【参考：福島県農業技術情報より】
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震
災
の
影
響
に
よ
り
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
完
全
移
行
時
期
が
、
当
初
の
平

成
23
年
７
月
24
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
延
期
さ

れ
ま
す
。

　

福
島
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設
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ロ
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継
続
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い
た
だ
け
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タ
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の
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行
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お
願
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続
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い
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予
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し
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タ
ル
放
送
へ
と
移
行
し
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、
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上
デ
ジ
タ
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送
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受
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で
き
ず
、
関

東
地
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グ
放
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し
て
い
る
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合
、
視

聴
で
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な
く
な
り
ま
す
。
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け
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い
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。
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　固定資産税課税のため、現況調査を行います。調査員が必要に応じて立ち入り調査をさせていただき、
土地の利用状況や家屋の建築年などをお聞きする場合がありますので、調査にご協力をお願いします。
　　■期　　間　７月下旬から１２月
　　■対象地区　東部地区
　調査員は村が発行する「固定資産評価補助員証」を携帯していますのでご確認下さい。
　また、法務局で登記された場合を除き、次に該当する方は住民税務課へご連絡願います。

【土地】
・現在課税されている地目が現況と異なる場合
・農地を農地以外の用途で利用している場合
・住宅用地を住宅用地以外の用途で利用している場合
・住宅用地の上にある家屋に変更があった場合
　（家屋の種類、構造、用途、床面積、居住部分の割合、戸数など）

【家屋】
・登記していない家屋を取り壊したときや、所有者
を変更したとき
・家屋を新築や増改築された方で、
　家屋調査が済んでいない方

　このたび（社）玉川村シルバー人材
センターの役員が改選され、新理事
長に大野勝雄さん（南須釜）、事務局
長には、佐藤義光さん（竜崎）が就任
しましたのでお知らせいたします。

シルバー
人材センター

地デジ
放　送

税 固定資産の現況調査を行います

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

完
全
移
行
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延
期
さ
れ
ま
す

　
（
社
）玉
川
村
シ
ル
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人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
草
刈
や
剪
定
作
業
を
は
じ
め
、
障
子

の
張
替
え
や
農
作
業
な
ど
皆
様
が
必
要
と
す

る
軽
作
業
を
「
て
い
ね
い
」
に
お
手
伝
い
し

て
い
ま
す
。

　

業
務
の
内
容
は
、
皆
さ
ん
が
忙
し
い
時
だ

け
頼
め
る
「
臨
時
的
」
及
び
「
短
期
的
」
な

も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
時
に
必
要

な
だ
け
ご
依
頼
い
た
だ
け
ま
す
。

■
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（
社
）玉
川
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
３
７
│
１
３
９
０

■問い合わせ先：住民税務課　固定資産係　☎５７－４６２２

理 事 長  大野勝雄さん事務局長  佐藤義光さん

猫
の
手
も
借
り
た
い
人

　
　
　

い
ま
せ
ん
か
？

喜
ん
で
シ
ル
バ
ー
が

　
　

お
手
伝
い
し
ま
す
。
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消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ消防署からのお知らせ

「県民健康管理調査」が始まります

▼もう取り付けましたか？「住宅用火災警報器」の設置が義務化

★住宅用火災警報器をまだ設置されていない方は
　早めの設置をお願いいたします。

３月１１日～２５日くらいまでの行動を記録しておいてください。

玉川村内設置率

健康
調査

　平成23年６月１日より一般の住宅などに住宅用火災警報器の設置が義務化されました。
住宅用火災警報器はみなさんの“命”を守る大切なものです。

▼いざという時のために！救命講習会を受けましょう。
　須賀川消防署では、須賀川地方広域消防組合管内在住、または通勤、通学する中学生以上の方を対
象に救命講習会を定期的に開催しています。

【なぜ義務化されたの？】
　■住宅火災による死亡者数は、全体の８割以上!!
　　そのうち犠牲者の５２．９％が高齢者
　■住宅火災で死に至った経過理由は逃げ遅れが６９．３％

■開催日時　毎月第２土曜日、第３木曜日　午前９時から
■開催場所　須賀川消防署
■定員　　　毎回３０名（仲間、団体、事業所等でも申込み可）
　※受講日の１週間前までに連絡してください。
●問い合わせ先：須賀川消防署救急係　　　☎０２４８－７６－３１９６
　　　　　　　　須賀川消防署玉川派出所　☎５７－４１１２

72.5％

　今回の大震災に伴う原子力災害について、放射線の影響による不安の解消や将来にわたる皆様
の健康管理を目的とした「県民健康管理調査」を実施することとなりました。
　このうち、全県民を対象に実施する「基本調査」では、まず、皆様の３月11日～25日の行動
記録を中心に、放射線による被ばく線量の推計評価等を行います。
　外部被ばく線量は、皆様の行動記録の情報に基づいて推計することとなりますので当時のこと
を思い出し、また、ご一緒に行動された方々ともご相談のうえ、「いつ」、「どこに」、「どの
くらい居たか」、「どのように移動したか」などの行動を記録（メモ）しておいてくださいます
ようご協力をお願いいたします。
　なお、調査につきましては、８月以降となります。

　■問い合わせ先　
　調査全般に関するお問合せ
　　福島県災害対策本部 救援班 県民健康管理チーム
　　☎024－521－8028（毎日　8:30～19:00）

消防

（平成22年7月現在）
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質問する玉一小児童

　

玉
川
第
一
小
学
校
の
２
年
生
児
童
は
、

６
月
24
日
に
小
学
校
周
辺
を
探
検
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
生
活
科
授
業
の
一
環
と
し

て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
村
に
あ
る
施

設
や
商
店
街
等
の
様
子
を
見
学
し
た
り
、

そ
こ
で
働
く
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

て
、
自
分
た
ち
は
、
多
く
の
人
と
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
も
ら
う
学
習
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
役
場
を
訪
れ
た
児
童

た
ち
は
、
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
る
と
、

メ
モ
を
取
っ
た
り
、
時
に
は
質
問
し
た
り

と
熱
心
に
学
習
し
て
い
ま
し
た
。

〝
わ
た
し
の
村
を
探
検
〞

自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
村
を

再
発
見

川
田
さ
ん
が
２
年

　
　
　
連
続
の
快
挙

第
82
回
第
一
美
術
展
で
優
秀
賞 園長先生のお話を聞く園児たち

　６月22日、すがま幼稚園で、不審者による声かけ
などに対する対応を学ぶ、安全教室が開かれました。
　当日は、役場職員が園児に声かけする不審者に扮
し、対応を確認しました。園児たちは先生の指示で教
室に避難し、園長が不審者を“さすまた”で取り押さ
えました。また、園児たちは被害にあわないための
「知らない人にはついていかない、知らない車には乗
らない、大声を出す、すぐ逃げる、しらせる」の５つ
の約束をしました。

知らない人にはついていかないよ
すがま幼稚園安全教室

石森ハナさんとご家族、関係者の皆さん

請求手続きについて説明を受ける農家のみなさん

　６月 29 日、たまかわ文化体育館で、原発事故に伴う
農産物損害賠償請求に関する説明会が開催されました。
　この説明会は、村とあぶくま石川農業協同組合が、損
害賠償の請求を希望する農業者を支援するため、損害賠
償の請求時に必要な手続きについて説明会を開いたもの
です。
　参加した農業者からは、損害に係る内容について、積
極的な質問が出されました。

営農再建を支援
農産物損害賠償請求説明会

　石森ハナさん（岩法寺）が６月26日にめでたく満
百歳の誕生日を迎えられ、親族や関係者の同席のも
と、百歳賀寿贈呈式が行われました。
　石森さんには、石森村長より、知事賀寿と記念品の
会津塗木杯が伝達され、続いて玉川村長賀寿と特別祝
金（50万円）が贈呈されました。
　また、お孫さんの石森栄さんより花束が贈られまし
た。

いつまでもお元気で
百歳賀寿贈呈式

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
石
森
始
さ
ん（
山
小
屋
）の
写
真

（
平
成
２３
年
６
月
８
日
福
島
民
友
新
聞
掲
載
）

２年連続で優秀賞を受賞した川田さん

来場者を楽しませた見事な山野草

　

玉
川
山
野
草
会
（
車
田
常
代
会
長
）
に

よ
る
第
85
回
夏
の
山
野
草
展
が
６
月
25
、

26
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
村
就
業
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
員
15
名
が
ホ

タ
ル
袋
な
ど
合
計
170
点
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

各
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
一
般
山
野
草
の
部

　

▼
村
長
賞　

車
田
常
代

　

▼
会
長
賞　

矢
吹
マ
キ
子

　

▼
議
長
賞　

石
井
ス
イ
子

■
競
技
花
の
部

　

▼
村
長
賞　

須
藤
秋
子　

　

▼
会
長
賞　

大
竹
イ
チ
ヨ

　

▼
金　

賞　

奥
野
四
郎　
〈
敬
称
略
〉

か
れ
ん
な
山
野
草
を
展
示

玉
川
山
野
草
会
が
展
示
会

フットサルの県選抜代表に選ばれた國井さん

　國井太輔さん（小高）は、これまでの活躍が認め
られ、７月31日に岩手県花巻市で開催される第27回
全国選抜フットサル大会東北大会の福島県選抜代表
メンバーに選ばれました。
　フットサルは、５対５で行うサッカーに似たスポ
ーツで、國井さんは、常に攻めと守りを意識し動き
の激しいポジションを担当しています。「大会で
は、自分らしく、県民の代表として元気にプレーし
たい」と語ってくれました。

國井さんがフットサルの
県選抜代表メンバーに選ばれる！

　石森始さん（山小屋）が、福島民友新聞社主催の第12
回ふるさとふくしまフォトコンテストで最優秀賞に輝き
ました。
　「元気をもらうケヤキ」と題された写真の大ケヤキ
は、下郷町の民家の敷地にあり、県の天然記念物にも指
定されていて、石森さんは、毎年何度も足を運び写真を
撮っているそうです。悠々と鎮座する大ケヤキに大きく
手を広げる姿は、まさに元気をもらっているようです。

「
元
気
を
も
ら
う
ケ
ヤ
キ
」
で

　
　
　
　
　
　

最
優
秀
賞

第
12
回
ふ
る
さ
と
ふ
く
し
ま
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

僕
も
私
も 

虫
歯
が
な
い
よ
！

僕
も
私
も 

虫
歯
が
な
い
よ
！

　

岩
法
寺
の
川
田
正
裕
さ
ん
が
、
全
国
規

模
の
絵
画
作
品
展
「
第
82
回
第
一
美
術

展
」
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

川
田
さ
ん
は
、
昨
年
、
同
展
に
初
出
展

な
が
ら
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
２
年
連
続
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
受
賞
作
品
の
「
朝

の
雪
」
は
、
自
宅
付
近
を
散
歩
し
た
際
、

目
に
留
ま
っ
た
枯
れ
草
に
、
ふ
わ
り
と
積

も
っ
た
雪
を
緻
密
に
描
い
た
、
幅
130
㎝
×

縦
90
㎝
と
大
変
大
き
く
完
成
ま
で
２
カ
月

を
費
や
し
た
大
作
で
す
。
９
月
に
は
、
受

賞
作
家
の
小
品
展
が
東
京
で
企
画
さ
れ
て

お
り
、
川
田
さ
ん
は
、
新
作
を
出
品
す
る

た
め
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
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白
髪
増
え
鏡
に
見
れ
ば
母
上
に
似
て
き
て
覚
ゆ
慈
愛
の
こ
こ
ろ

婦
長
さ
ん
に
貰
っ
た
ス
カ
ー
フ
に
若
返
り
デ
ー
に
出
て
ゆ
く
今
朝
も
元
気
に

祭
り
日
に
「
平
鍬
踊
り
」
の
鍬
を
打
つ
児
ら
の
瞳
は
誇
ら
し
く
あ
り

老
犬
は
目
も
耳
も
さ
だ
か
な
ら
ず
し
て
ひ
た
す
ら
待
ち
ぬ
主
の
帰
り
を

放
射
能
の
風
評
被
害
さ
て
お
き
て
一
人
種
蒔
く
蔬
菜
の
畑
に

不
信
任
案
も
否
決
の
菅
政
権
さ
れ
ど
国
民
の
目
は
甘
く
な
し

爽
や
か
な
六
月
の
風
吹
き
流
し
畦
道
ゆ
け
ば
蒲
公
英
の
花

散
策
に
花
の
数
な
ど
数
え
つ
つ
こ
こ
ろ
い
つ
し
か
少
女
に
還
る

衣
替
え
の
六
月
一
日
迎
え
る
も
大
方
は
み
な
春
の
装
い

千
年
に
一
度
の
大
震
災
と
う
言
葉
に
慣
れ
て
か
対
策
未
だ
し

短

歌

詠

草

集

吉
田
ハ
ツ
子

小
針　

ミ
サ

草
野
ケ
サ
子

大
木　

淑
子

芳
賀
多
美
子

小
豆
畑
茂
登

小
木
紀
恵
子

板
橋　

幸
恵

須
藤　

洋
子

一

平

子

梅
雨
空
へ
飛
ん
で
輪
投
げ
の
輪
の
幾
つ

秀

峰

の

束

の

間

に

見

ゆ

梅

雨

晴

間

一

人

居

や

昼

餉

の

膳

の

冷

奴

初

桃

の

香

り

た
ゞ
よ

う

仏

間

か

な

合

歓

咲

く

や

癒

や

す

心

の

置

き

処

手
み
や
げ
の
籠
を
這
い
だ
す
か
ぶ
と
虫

に
わ
と
り
の
夕
べ
餌

付

け

し

竹

床

几

仁
由
記

真
知

今
朝公

美
枝

仁
美

さ
る
な
し
俳
句
会
六
月
句
会
吟
詠

健康福祉課だより

特に高齢者や乳幼児・小児は体温調節機能が
不十分なため十分な注意が必要です。

熱中症は、高温、多湿、風が弱い、熱を発生するものがあるなどの環境では、体内に
熱がこもり、汗の蒸発も不十分になり、屋外だけではなく、屋内でも起こります。

予防について…暑さを避け、炎天下や高温多湿の場での無理な運
動や作業は控えましょう。水分はこまめに、喉が渇く前に十分に
摂取しましょう。水分は水やお茶、スポーツドリンクがおすすめ
です。節電効果もあるすだれやカーテンで直射を防ぎ風通しのよ
い室内を作りましょう。屋外では日傘や帽子も効果があります。

めまい、失神
多量の発汗

頭痛、気分の不快、
吐き気、嘔吐、脱力感

※こんな症状が出たら涼しい場所で安静に、体を冷やして水分補給それでも回復
しない場合は１１９番！

『熱中症』にご注意ください！
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総　務　課
　　　　５７－４６２１
住民税務課
　　　　５７－４６２２
　　　　５７－４６２４
健康福祉課
　　　　５７－４６２３
保健センター
　　　　３７－１０２４
会　計　室
　　　　５７－４６２５
地域整備課
　　　　５７－４６２６
　　　　５７－４６３１
企画産業課
　　　　５７－４６２７
　　　　５７－４６２９
農業委員会
　　　　５７－４６２８
議会事務局
　　　　５７－４６３０
教育委員会
　　　　５７－４６３３
公　民　館
（文化体育館）
　　　　５７－４６３２
須 釜 支 所
　　　　５７－２０６１

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

お知
 らせ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
地

域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
、
７
月
１
日
〜
31
日
ま
で
が

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
し

て
次
の
行
動
を
推
進
し
ま
す
。

●
行
動
目
標

　

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
。

　

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う
。

　

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
協
力
し
よ
う
。

●
重
点
事
項

　

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ

い
て
の
理
解
促
進
」

　

「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く

り
」

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

玉
川
村
役
場
住
民
税
務
課

　

☎
０
２
４
７
│
５
７
│
４
６
２
４

夏
祭
り
に
花
火
を
打
ち

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か

　

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
玉
川
夏

祭
り
が
、
今
年
も
次
に
よ
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
開
催
日　

８
月
13
日（
土
）

▼
開
催
場
所

　

総
合
運
動
公
園
ス
カ
イ
パ
ー
ク

　

た
ま
か
わ（
文
化
体
育
館
周
辺
）

▼
花
火
大
会

　

午
後
８
時
よ
り
会
場
内
で
打
ち
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
も
村
民
の
方
々
か
ら
花
火
の

打
ち
上
げ
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集

し
ま
す
。
新
盆
の
供
養
や
そ
れ
ぞ
れ

の
記
念
と
し
て
花
火
を
打
ち
上
げ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
村
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協

賛
金
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

玉
川
夏
祭
り
実
行
委
員
会

　

（
玉
川
村
商
工
会
）

　

☎
０
２
４
７
│
５
７
│
２
２
５
０

ご
存
知
で
す
か
？

　
　
　
　

建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職

金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む

中
小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設

立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ

て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を
共
済
手

帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建

退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い

う
、
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で

す
。

■
加
入
で
き
る
事
業
主

　

建
設
業
を
営
む
方

■
対
象
と
な
る
労
働
者

　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

■
掛
金　

日
額
３
１
０
円

■
特
長

　

◇
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡

単
で
す
。

　

◇
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

◇
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
。

　

◇
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

　

◇
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
退
共
福
島
支
部

　

☎
０
２
４
│
５
２
３
│
１
６
１
８

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

すがま幼稚園七夕会より

http://w
w
w
.kentaikyo.tai

syokukin.go.jp/
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いずみ幼稚園七夕会より 泉保育所七夕会より

不
慮
の
と
き
に
は
障
害
年
金

不
慮
の
と
き
に
は
障
害
年
金

と
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す

と
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す

不
慮
の
と
き
に
は
障
害
年
金

不
慮
の
と
き
に
は
障
害
年
金

と
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す

と
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す

不
慮
の
と
き
に
は
障
害
年
金

と
遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す

年
金

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

郡
山
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
│
９
３
２
│
３
４
３
４

　

玉
川
村
住
民
税
務
課

　

☎
０
２
４
７
│
５
７
│
４
６
２
４

　

国
民
年
金
か
ら
は
、
六
五
歳
か
ら

老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
ほ
か
、
不
慮
の
事
故
の
た

め
の
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
て
国
民
の
暮
ら

し
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

障
害
基
礎
年
金
は
、
障
害
の
原
因

と
な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が

国
民
年
金
に
加
入
中
あ
る
い
は
六
〇

歳
以
上
六
五
歳
未
満
の
間
に
あ
る
方

が
、
一
定
の
障
害
の
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
額
は
、
障
害
の
程
度
が
一
級

の
と
き
が
九
八
万
六
、
一
〇
〇
円

（
平
成
二
三
年
度
価
格
・
年
額
・
以

下
同
じ
）
、
そ
れ
よ
り
軽
い
程
度
の

二
級
の
と
き
が
七
八
万
八
、
九
〇
〇

円
で
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
に

は
子
（
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
一

八
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
の
子
ま

た
は
二
〇
歳
未
満
で
一
級
・
二
級
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
子
・
以
下
同

じ
）
の
加
算
額
が
あ
っ
て
、
そ
の
額

は
一
人
に
つ
い
て
七
万
五
、
六
〇
〇

円
（
た
だ
し
、
二
人
目
ま
で
は
一
人

に
つ
い
て
二
二
万
七
、
〇
〇
〇
円
）

で
す
。

　

今
年
四
月
か
ら
は
加
算
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
受
給
権
が

発
生
し
た
後
に
結
婚
・
出
産
し
て

も
、
配
偶
者
や
子
ど
も
が
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
加
算
額
が
、

年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
後
で
も

配
偶
者
や
子
ど
も
へ
の
加
算
額
を
届

出
に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

方
は
、
同
一
の
子
を
対
象
と
し
た
障

害
年
金
の
子
の
加
算
と
配
偶
者
の
方

へ
支
払
わ
れ
る
児
童
扶
養
手
当
の
両

方
を
受
け
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年

金
の
子
の
加
算
の
ど
ち
ら
を
受
け
る

か
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
児

童
扶
養
手
当
の
金
額
と
障
害
基
礎

年
金
の
子
の
加
算
額
と
で
比
較
し
て

金
額
の
高
い
方
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ

し
、
児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限

が
あ
る
ほ
か
、
障
害
基
礎
年
金
の
子

の
加
算
も
子
の
人
数
に
よ
っ
て
金
額

が
違
い
ま
す
。

　

遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に

加
入
中
あ
る
い
は
六
〇
歳
以
上
六
五

歳
未
満
の
間
に
亡
く
な
っ
た
と
き

に
、
亡
く
な
っ
た
方
に
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、
子

が
一
人
の
妻
に
は
一
〇
一
万
五
、
九

〇
〇
円
、
一
人
の
子
だ
け
に
は
七
八

万
八
、
九
〇
〇
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
子
が
二
人
以
上
の
と
き
に

は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
障
害
基
礎

年
金
と
同
様
の
加
算
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、初
診
日
等（
障

害
基
礎
年
金
で
は
初
診
日
、
遺
族
基

礎
年
金
で
は
死
亡
日
・
以
下
同
じ
）

の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
「
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

期
間
」
の
う
ち
、
三
分
の
二
以
上
の

期
間
が
、①
保
険
料
を
納
め
た
期
間

ま
た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た

期
間
で
あ
る
と
い
う
「
保
険
料
の
納

付
要
件
（
三
分
の
二
要
件
）」
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
間
」
は
、
原
則
と
し

て
二
〇
歳
か
ら
六
〇
歳
に
な
る
ま
で

の
期
間
で
す
が
、
海
外
に
在
住
し
て

い
る
期
間
や
、
厚
生
年
金
等
か
ら
老

齢
年
金
を
受
け
て
い
る
期
間
は
除
か

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
「
三
分
の
二
要
件
」
を
満

た
せ
な
く
て
も
、
平
成
二
八
年
三
月

ま
で
に
六
五
歳
未
満
で
初
診
日
等
が

あ
る
場
合
、
初
診
日
等
の
あ
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
一
年
間
の
全
て
の
期

間
が
①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま

た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期

間
で
あ
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は

老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満

た
し
た
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
も

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
と
き
は
前

記
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た
す

必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
分
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
ご
心
配
な

方
や
国
民
年
金
の
詳
細
を
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
村
の
国
民
年
金
の

窓
口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

障
害
基
礎
年
金

遺
族
基
礎
年
金

年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

広報たまかわ　平成23年7月
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元気クラブ「雄国沼トレッキング」より（７月２日）

寄付ありがとうございます
　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：６月届出分）
蒜 生

　 中 　

岩 法 寺

南 須 釜

　 〃 　

北 須 釜

矢 吹 勝 一
遠 藤 　 昇
矢 吹 厚 子
大川内　和　子
大　野　美佐男
草 野 徳 夫

様

様

様

様

様

様

おくやみ申し上げます

地区名 死　亡　者 世帯主名
　中　　　　大　木　ヤ　イ　　  幸　𠮷 
　〃　　　　小　針　　　茂　　  　茂
　〃　　　　矢　吹　タネヨ　　  タネヨ
岩法寺　　　矢　吹　次　男　　  次　男
南須釜　　　大川内　マスミ　　  和　子
　〃　　　　大　野　マ　サ　　  美佐男
北須釜　　　草　野　義　信　　  義　信
四辻新田　　　須　田　勇　　　　  勇　

お誕生おめでとうございます
（６月届出分）

（6月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

川　辺　　　鈴　木　悠　加　　  信　幸
蒜　生　　　舘　林　心　陽　　  　寛
　中　　　　高　林　莉　琉　　  浅　哲
竜　崎　　　小　林　天　音　　  　旭

７月１日現在の村のようす （前月比）

2 , 0 2 7  戸
7 , 1 3 2  人
3 , 5 3 2  人
3 , 6 0 0  人

（－ 3 戸 ）
（－2 3 人 ）
（－1 1 人 ）
（－1 2 人 ）

世帯数
人　口
　男
　女

　ゆう　　　か

　こ　　はる

　り　　　る

あま　　　ね

　７月16日から７月25日まで「夏の交通事故防止
県民総ぐるみ運動」が実施されます。
　交通ルールとマナーを守り、ゆとりを持った運
転で事故のない楽しい夏をお過ごしください。

　

総
務
省
で
は
、
玉
川
村
を
担

当
す
る
行
政
相
談
委
員
に
、
７

月
１
日
付
け
で
眞
弓
好
司
さ
ん

（
蒜
生
）
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
国
・
県
・

市
町
村
な
ど
の
行
政
に
関
す
る

苦
情
や
要
望
を
受
け
付
け
、
助

言
や
関
係
行
政
機
関
に
対
す
る

通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　トイレの汲み取りは、お盆前は大変混み合い
ますので、お盆前に汲み取りを希望される方
は、お早めにお申込ください。

　※８月14日から16日までは休みとなり、17日
から通常業務となります。

夏の交通事故防止県民総ぐるみ運動

「元気なたまかわ　ふるさと応援寄附金」にご協力いただ
き、誠にありがとうございました。皆様からいただいたご
寄附は、一度基金に積み立て、お選びいただいた事業の実
施に活用させていただきます。今後とも、ふるさと玉川村
を想う多くの皆様の応援を心よりお待ちしております。

ふるさと玉川村を応援いただき
ありがとうございました

『元気なたまかわ  ふるさと応援寄附金』寄附の状況
◆寄附の状況（平成23年6月末現在）

事業の種類

合　　　計

合　　　計

累　　　計

1 地域の振興に関する事業
2 教育の振興に関する事業
3 人材育成・子育て支援に関する事業
4 住民福祉の向上に関する事業

10件
3件
6件
5件
24件

1,045,000円
211,000円
45,000円
260,000円

1,561,000円

1,561,000円

件数 金　額

◆寄附者一覧（平成23年6月1日～平成23年6月30日）
お名前寄附年月日 ご住所 寄附金額
匿　　　名

中　村　　　悟　様
匿　　　名

㈱中西製作所福島営業所 様

H23.6.13
H23.6.21
H23.6.28
H23.6.28

非公表
非公表
非公表
非公表
4名

22名

非公表
非公表
非公表
非公表

■トイレの汲み取り申込はお早めに!!

申込先：住民税務課環境衛生係 ☎57－４６２４

村職員人事（７月１日付）
（　）は前職名地域整備課

▼主事【健康福祉課主事】　瀬　谷　輝　賢

新
し
い
行
政
相
談
委
員
に

眞
弓
好
司
さ
ん

眞弓好司さん（蒜生）
☎57-3735



広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　　総務課広報広聴係（57－4621）まで

この広報紙は適切に育まれた森から生まれた FSC認証紙を使っています。
FSC認証紙は、適切に管理された森林の木材を原料としており、バランスの取れた

「植林→育成→伐採→植林」のサイクルを通じて森林保全を行っています。

村 県 民 税：第２期
国　保　税：第２期
介護保険料：第２期
後期高齢者医療保険：第１期

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

資源ゴミ：東部

資源ゴミ：西部

資源ゴミ：東部

資源ゴミ：西部

資源ゴミ：東部

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

月 火 水 木 金 土 日

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

(休医)味原医院
(玉川村)

窓口延長
転倒骨折予防教室

(9：30保セ）

麻しん風疹混合予防接種
(12：45保セ）

（元）バドミントン
（19：00文体）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

※スポーツサロン
　グラウンド、テニ
スコート、すぱー
く、文化体育館の
会員開放日です。
（非会員は氏名記
入有り）

この機会にぜひ、
スポーツに親しみ
ましょう。

※母子手帳交付日
　（毎週水曜日）

　　保健センター
　　☎37－1024

9～10ヶ月児健診
(12：45保セ）

1歳6ヶ月児健診
(13：15保セ）

(元）３Ｂたいそう
(9：30文体）

(休医)ひらた中央病院
(平田村)

エコバック教室
(13：30クラブ）

（元）スポーツサロン
(13：00クラブ）

(元)ボディメイキング
(18:45トレーニング室)

(休医)大野診療所
(石川町)

(元)３Ｂたいそう
(9:30文体)

さわやか女性教室
(13：30ｸﾗﾌﾞ）

(休医)ひらた中央病院
(平田村)

(元）プール教室
(13：30プール）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

子宮がん検診
（8：00須釜公民館）
(元)ラージボール卓球

(9：30文体）
ﾌﾗﾜｰｱﾚﾝｼﾞﾒﾝﾄ教室

(19：00ｸﾗﾌﾞ）

(元)ラージボール卓球
(9：30文体）

窓口延長
転倒骨折予防教室

(9：30保セ）

窓口延長
３～４ヶ月児健診
（13：30公立岩瀬病院）
転倒骨折予防教室

(9：30保セ）

窓口延長
転倒骨折予防教室

(9：30保セ）

すくすくクラブ
(10：00保セ）

（元）バドミントン
（19：00文体）

（元）ボディメイキング教室
（18：45トレーニング室）

いきいき教室
(11：00保セ）

(休医)ひらた中央病院
(平田村)

（元）バドミントン
（19：00文体）

（元）バドミントン
（19：00文体） 窓口延長

○（休医）・休日当番医
○（元）・・元気スポーツクラブ
○文体・・文化体育館
○クラブ・・文化体育館クラブハウス
○保セ・・保健センター
○文庫・・クックちゃん文庫
○村グ・・村民グラウンド
○就改・・就業改善センター
○須公・・須釜公民館

(休医)ひらた中央病院
(平田村)

82011 August

不燃ゴミ：西部

不燃ゴミ：東部

不燃ゴミ：西部

不燃ゴミ：東部

不燃ゴミ：西部

　蒸し暑い梅雨の晴れ間となった６月２７日、長慶寺（小高）
でいずみ幼稚園児座禅体験が行われました。
　園児らは、住職の西川さんから手の合わせ方や足の組み方な
どの指導を受け、鐘の合図とともにぴんと背すじを伸ばし、静
寂に包まれた本堂で座禅に挑戦しました。厳粛な雰囲気の中、
集中力を切らすまいと目を固くつむったりしながら約１０分間
の座禅と向き合いました。

心落ち着かせ集中！心落ち着かせ集中！心落ち着かせ集中！

蒸し暑い中、座禅を組む園児たち

いずみ幼稚園児座禅体験
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